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議会運営委員会 

 

平成３０年８月３１日（金曜日）午前９時５６分開会 

 

出席委員（８名） 

委 員 長 吉 成 伸 一  副 委 員 長 相 馬   剛  

委 員 森 本 彰 伸  委 員 佐 藤 一 則  

委 員 大 野 恭 男  委 員 鈴 木 伸 彦  

委 員 齋 藤 寿 一  委 員 中 村 芳 隆  

 

欠席委員（なし） 

 

オブザーバー（２名） 

議 長 君 島 一 郎  副 議 長 山 本 はるひ  

 

説明のための出席者 

市 長 君  島     寛 副 市 長 片  桐  計  幸 

総 務 部 長 山  田     隆 企 画 部 長 藤  田  一  彦 

上下水道部長 磯        真 総 務 課 長 田  代  宰  士 

総務課長補佐 鈴  木  正  宏 行 政 係 長 佐  藤  吉  将 

 

出席議会事務局職員 

事 務 局 長 石  塚  昌  章   議 事 課 長 小  平  裕  二   

議事課長補佐 
兼庶務係長 

田  野  恵  子   議事調査係長 関  根  達  弥   

主 査 室  井  良  文     

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．挨拶 

     ・委員長 

     ・議長 

     ・市長 

  ３．協議事項 
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   ⑴第３回那須塩原市議会定例会について 

    ①提出案件について 

     ○市長提出案件        ３６件 

      ・人事案件          1件 

      ・補正予算案件       １０件 

      ・条例案件          ７件 

      ・契約等案件         ５件 

      ・決算認定案件        ９件 

      ・報告案件          ４件 

        （即決案件） 

        （追加案件） 

     ○議会提出案件         ３件 

      ・会議規則の一部改正     １件 

      ・特別委員会の設置      １件 

      ・議員の派遣         １件 

        （即決案件） 

        （追加案件） 

    ②議案に対する質疑・討論について 

    ③会派代表質問（通告会派 ２会派）について 

    ④市政一般質問（通告書 １３名）について 

    ⑤請願・陳情等の取り扱いと委員会付託について 

     ○新規に受理した請願・陳情等   ４件（別紙請願・陳情等文書表） 

    ⑥会期及び会期日程について 

     ○会期は、９月７日（金）から 月  日（ ）までの  日間 

     ○日程（別紙案） 

    ⑦その他 

   ⑵議会基本条例第１１条に基づく計画等について 

   ⑶議会基本条例検証報告書について 

   ⑷その他 

  ４．閉 会 
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開会 午前 ９時５６分 

 

◎開会の宣告 

○吉成委員長 定時前なんですが、出席者全員そろ

っていますので、始めたいと思います。 

  皆さん、おはようございます。 

  議会会議規則の93条で委員会の開会並びに閉会

については委員長が宣言するとなっておりますの

で、私のほうから、ただいまより議会運営委員会

を開催をいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎挨拶 

○吉成委員長 初めに、一言ご挨拶を申し上げさせ

ていただきたいと思います。 

  去る26日には、防災訓練並びに那須水害から20

年の追悼式が行われました。 

  当時、私も平成10年末の際には既に議員になっ

ていましたので、鮮明にあの当時の自分の活動と

か、そういったことを覚えています。 

  追悼式を行うに当たって、改めて犠牲になられ

た方への追悼の意と、それから我々議員としても、

そして執行部ももちろんですけれども、災害対応

というものをこれまで以上にしっかりとした対応

ができるように、そういった思いを強くいたしま

した。 

  さて、この９月定例議会があるわけですが、９

月定例議会に関しましては、決算議会と言われま

すので、議会の中でも最重要な定例会の一つであ

ります。 

  本日はさまざまな議題がございますので、皆様

方の慎重なる審議を得まして、９月議会に向かっ

ていきたいと思いますので、何とぞよろしくお願

いいたします。 

  それでは続きまして、君島議長のほうからご挨

拶をお願いいたします。 

○君島議長 皆さん、おはようございます。 

  本日、第３回那須塩原市議会定例会の議会の運

営につきまして、皆さんのご協議をいただくわけ

ですが、ただいま委員長のほうから挨拶にありま

したとおり、９月定例議会につきましては、決算

議会という形になってまいりますので、議会の運

営に当たりましても決算審査特別委員会等を設置

しまして、平成29年度の決算の審査をいつもの議

会よりも多くやっていくような形になっているか

と思いますので、ぜひ円滑な議会運営ができるよ

う皆さんのほうのご協力のほう、お願いをしてい

ただきたいと思っております。よろしくお願いを

いたします。 

○吉成委員長 ありがとうございました。 

  それでは続きまして、君島市長、ご挨拶をお願

いします。 

○君島市長 改めましておはようございます。 

  本日は平成30年第３回那須塩原市議会定例会に

係ります議会運営委員会の機会をいただきまして

ありがとうございます。 

  また、先ほど委員長からもお話がありましたが、

８月26日の那須水害の追悼式、そしてまた、市の

防災訓練、ご参加をいただきましてありがとうご

ざいました。 

  私ども執行部といたしましても、水害の記憶を

風化させることなく、後世に伝えてまいりたいと

考えておりますので、議会の皆様方にもよろしく

お願いを申し上げたいと存じます。 

  今回の市議会定例会にご提案を申し上げますの

は、まず、人事案件１件、平成30年度補正予算案

件が10件、条例の制定及び一部改正案件が７件、

契約の締結案件が３件、財産の取得案件が１件、

水道事業会計未処分利益剰余金の処分案件が１件、
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平成29年度決算の認定案件が９件、継続費精算報

告書の報告案件が１件、専決処分の報告案件が１

件、健全化判断比率等に関する報告案件が１件、

教育事務の点検評価に関する報告案件が１件、都

合36件でございます。大変重要な議会となってま

いりますので、よろしくお願いを申し上げたいと

思います。 

  議案等の概要につきましては、この後、総務部

長から説明をいたさせます。いずれも大変重要な

案件でございますので、ご審議のほどよろしくお

願いを申し上げます。 

  あわせまして、議会基本条例第11条に該当いた

します計画等の協議につきましても、この後、担

当部長から説明をいたさせますので、よろしくお

願いを申し上げます。挨拶とさせていただきます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○吉成委員長 ありがとうございました。 

  それでは、３の協議事項に入ります。 

  ⑴第３回那須塩原市議会定例会について。 

  まずは①の提出案件についてを議題といたしま

す。 

  市長提出案件について執行部より説明をお願い

いたします。 

  総務部長。 

○山田総務部長 それでは、平成30年第３回…… 

○吉成委員長 着座でどうぞ。 

○山田総務部長 失礼します。 

  平成30年第３回那須塩原市議会定例会に提案を

予定しております市長提出議案につきましてご説

明を申し上げます。 

  今回、提案を予定している案件は、ただいま市

長が申し上げたとおり、36件でございます。これ

ら36件のうち、補正予算、条例の制定及び一部改

正、契約の締結など、さきの議員全員協議会で担

当部局から説明しているものにつきましては、説

明を省略させていただきたいと思いますので、あ

らかじめご了解くださいますようお願いを申し上

げます。 

  それでは、まず同意第６号から順次ご説明を申

し上げます。 

  初めに、議案書の１ページになります。 

  同意第６号 人権擁護委員の候補者の推薦につ

いて、提案とご説明を申し上げます。 

  議案資料は１ページから３ページまでに経歴書

がございます。 

  本案につきましては、本市における人権擁護委

員13名のうち３名の委員が平成30年12月31日をも

って任期満了となることから、新たに伊藤清治氏

及び坂和幸枝氏を、また引き続き塚原好明氏を候

補者として推薦することについて、人権擁護委員

法第６条第３項の規定に基づきまして議会の同意

を求めるものであります。 

  次に、補正予算関係の案件でございます。 

  議案書が２ページです。議案第68号 平成30年

度那須塩原市一般会計補正予算（第３号）、続い

て、議案書の３ページでございます。議案第69号

 平成30年度那須塩原市国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）、続きまして、議案書の４ペー

ジになります。議案第70号 平成30年度那須塩原

市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、

次に、議案書の５ページ、議案第71号 平成30年

度那須塩原市介護保険特別会計補正予算（第１

号）、次に、議案書６ページ、議案第72号 平成

30年度那須塩原市下水道事業特別会計補正予算

（第２号）、議案書の７ページになります。議案

第73号 平成30年度那須塩原市農業集落排水事業

特別会計補正予算（第１号）、続いて、議案書８
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ページ、議案第74号 平成30年度那須塩原市温泉

事業特別会計補正予算（第１号）、次に、議案書

９ページ、議案第75号 平成30年度那須塩原市墓

地事業特別会計補正予算（第１号）、次に、議案

書10ページ、議案第76号 平成30年度那須塩原市

産業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）、

最後に、次に、議案書11ページになります。議案

第77号 平成30年度那須塩原市水道事業会計補正

予算（第１号）、これらの議案資料につきまして

は、４ページから24ページまでに記載しておりま

す。このほか、別冊の補正予算書及び執行計画書

がございます。 

  以上10件の補正予算案件につきまして、さきの

議員全員協議会においてご説明をさせていただい

ておりますので、説明は省略をさせていただきま

す。 

  続きまして、議案書の12ページから13ページに

なります。議案第78号 那須塩原市補助金等審査

会条例の制定について、議案資料は25ページとな

ります。 

  続いて、議案書の14ページです。議案第79号 

那須塩原市公告式条例の一部改正について、議案

資料は26ページから27ページとなります。 

  続きまして、議案書15ページから29ページ、議

案第80号 那須塩原市税条例等の一部改正につい

て、議案資料は28ページから52ページまでとなっ

ております。 

  以上、条例の制定第１件、条例の一部改正案件

が２件、これらにつきましては、さきの議員全員

協議会においてご説明をさせていただいておりま

すので、説明を省略いたします。 

  続きまして、議案書の30ページをお開きいただ

きたいと思います。 

  議案書の30ページ、議案第81号 那須塩原市都

市計画税条例の一部改正について、議案資料は53

ページとなります。 

  本案につきましては、地方税法等の一部改正に

伴い、本条例との引用条項の整合を図るために条

例の一部を改正するものであります。 

  続きまして、議案書の31ページ、議案第82号 

那須塩原市手数料条例の一部改正について、議案

資料は54ページとなります。 

  本案につきましては、さきの議員全員協議会に

おいて説明をさせていただいておりますので、説

明を省略いたします。 

  続いて、議案書の32ページから33ページ、議案

第83号 那須塩原市家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部改正につい

て、議案資料は55ページから56ページまでとなり

ます。 

  本案につきましては、厚生労働省令で定める家

庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一

部改正に伴いまして、条例の一部を改正するもの

であります。 

  次に、議案書の34ページ、議案第84号 那須塩

原市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改

正について、議案資料は57ページから58ページに

なります。 

  本案につきましては、さきの議員全員協議会に

おいて説明をさせていただいておりますので説明

を省略いたします。 

  続きまして、議案書の35ページになります。 

  議案第85号 契約の締結について、議案資料は

59ページとなります。 

  続いて、議案書36ページ、議案第86号 契約の

締結について、議案資料は同じく次の60ページに

記載されております。 

  次に、議案書37ページ、議案第87号 契約の締

結について、議案資料は61ページとなります。 

  以上３件の契約の締結につきましては、さきの
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議員全員協議会においてご説明をさせていただい

ておりますので、説明を省略いたします。 

  次に、議案書の38ページになります。 

  議案第88号 財産の取得について、議案資料は

62ページとなります。 

  本案につきましても、さきの議員全員協議会に

おいてご説明をさせていただいておりますので、

説明を省略をいたします。 

  次に、議案書39ページ、議案第89号 平成29年

度那須塩原市水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について、議案資料はございません。 

  本案につきましては、平成29年度那須塩原市水

道事業会計の決算において、総収益26億6,717万

8,741円から総費用23億6,474万7,758円を除いた

当年度純利益３億243万983円に、当年度資本的収

支不足額の補塡財源として取り崩した積立金から

なるその他の未処分利益剰余金変動額１億2,495

万5,508円を加えた未処分利益剰余金４億2,738万

6,490円について、純利益相当額３億243万983円

を建設改良積立金に積み立てまして、残額１億

2,495万5,508円を資本金へ組み入れ処分するもの

でございます。 

  続きまして、議案書の40ページになります。決

算案件になります。 

  まず、認定第１号 平成29年度那須塩原市一般

会計歳入歳出決算認定について、次に、議案書41

ページ、認定第２号 平成29年度那須塩原市国民

健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、続

きまして、議案書42ページ、認定第３号 平成29

年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について、次に、議案書43ページ、認定

第４号 平成29年度那須塩原市介護保険特別会計

歳入歳出決算認定について、次に、議案書44ペー

ジ、認定第５号 平成29年度那須塩原市下水道事

業特別会計歳入歳出決算認定について、続いて、

議案書45ページ、認定第６号 平成29年度那須塩

原市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

について、次に、議案書46ページ、認定第７号 

平成29年度那須塩原市温泉事業特別会計歳入歳出

決算認定について、続いて、議案書47ページ、認

定第８号 平成29年度那須塩原市墓地事業特別会

計歳入歳出決算認定について、次に、議案書48ペ

ージ、認定第９号 平成29年度那須塩原市水道事

業会計決算認定について、これらの議案資料につ

いては63ページから141ページまでとなっており

ます。 

  このほか別冊の決算書、市政報告書及び監査委

員の審査意見書がございます。 

  以上９件につきましては、平成29年度に執行い

たしました一般会計、特別会計、企業会計におけ

る決算に関するものでありまして、さきの議員全

員協議会においてご説明させていただいておりま

すので、説明を省略をいたします。 

  次に、議案書49ページから50ページ、報告第17

号 継続費精算報告書の報告について、議案資料

はございません。 

  本件につきましては、くろいそ運動場野球補助

球場改修工事に係ります平成29年度那須塩原市一

般会計継続費精算報告書について、地方自治法施

行令第145条第２項の規定によりまして報告する

ものでございます。 

  平成28年度から平成29年度までの２カ年にわた

る継続事業として、くろいそ運動場野球補助球場

改修工事を実施したもので、全体計画額８億115

万5,000円に対して、実績額８億115万4,800円と

なったものでございます。 

  次に、議案書51ページから52ページまで、報告

第18号 専決処分の報告について、議案資料はご

ざいません。 

  本件につきましては、平成30年５月11日、那須
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塩原市西富山地内において発生した事故に関し、

市側車両の損傷について和解をしたものでありま

す。 

  事故の状況につきましては、市側車両が市道西

富山西三島線の赤信号で停車していたところ、相

手車両が後方から追突し、市側車両を損傷させた

ものあります。 

  次に、議案書53ページになります。報告第19号

 平成29年度健全化判断比率及び資金不足比率に

ついて、議案資料はございませんが、別冊の監査

委員の審査意見書がございます。 

  本件につきましては、地方公共団体の財政の健

全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項

の規定によりまして、平成29年度決算に係る健全

化判断比率及び資金不足比率について、監査委員

の意見を付して報告をするものであります。 

  続きまして、議案書の54ページ、報告第20号 

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価について、議案資料はございませんが、別

冊の報告書がございます。 

  本件につきましては、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第26条第１項の規定によりまし

て、教育委員会の事務の管理及び執行状況につい

て検討及び評価を行い、その結果に関する報告書

を作成しましたので、議会に提出するものであり

ます。 

  以上36件の議案につきまして、市議会定例会へ

の提案を予定しておりますので、よろしくお願い

を申し上げまして、関係議案の説明とさせていた

だきます。 

○吉成委員長 ただいま説明をいただきました。 

  皆様から質疑等ございますか。 

  ございませんか。よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、続きまして、即決案件が

ございますでしょうか。 

  総務部長。 

○山田総務部長 即決の取り扱いをお願いしたいも

のといたしまして、２件ございます。 

  初めに、同意第６号 人権擁護委員の候補者の

推薦についてであります。 

  本件につきましては、人事案件でございますの

で、即決でお願いしたいというふうに思っており

ます。 

  次に、議案第85号 契約の締結についてでござ

います。 

  本件につきましては、昨年度契約を締結いたし

ましたが、本契約に必要な議決を欠いていること

から、決算への影響に鑑み、即決でお願いしたい

と思っております。 

  以上２件についてお願いをいたします。 

○吉成委員長 ただいま即決案件の説明として、同

意第６号並びに議案第85号の説明をいただきまし

た。 

  皆さんからご質問等ありますか。 

  質疑等ございませんか。よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、ただいま説明のありまし

た同意第６号の人事案件及び議案第85号の契約案

件につきましては、即決扱いとすることで異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  また、即決案件２件と報告案件４件を除く30件

の議案につきましては、各常任委員会及び予算常

任委員会並びに本定例会において設置を予定して

いる決算審査特別委員会へ付託することで異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、追加議案でございますが、追加議案はあ

りますか。 

  総務部長。 

○山田総務部長 追加議案といたしましては、４件

を予定しております。 

  まず、１件目でございますが、契約の締結につ

いてであります。この契約の締結につきましては、

本定例会の会期中に契約の締結の見込みがござい

ます、市道新南下中野線、蛇尾川橋梁上部工事に

ついてでございまして、９月10日に落札者決定予

定のため、決定した場合には追加議案として提案

したいと考えております。 

  ２件目が契約の変更についてでございます。 

  この契約の変更につきましては、会期中に変更

見込みがございます。平成29年の第３回市議会定

例会で議決をいただきました（仮称）まちなか交

流センター新築工事につきまして現在、変更契約

に向けた協議中であることから、決定した場合に

は追加議案として提案したいというふうに考えて

おります。 

  残りの２件でございますが、専決処分の報告に

ついてでございます。 

  この専決処分の報告につきましては、本定例会

の会期中に２件の示談の見込みがございますので、

市の責務に属する損害賠償の額の決定及び和解に

つきまして、示談の調った場合には追加議案とし

て提案したいと考えております。 

  以上４件についてよろしくお願いいたします。 

○吉成委員長 ただいまの追加議案の説明に対し、

質疑等ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 質疑等がないようですので、追加議

案の取り扱いについてお諮りいたします。 

  ただいま説明のありました追加案件４件が提出

された場合には即決扱いとすることで異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、議会提出案件についてですが、何か予定

されているものはありますか。 

  課長。 

○小平議事課長 それでは、議会提出ですが、３件

を予定しております。 

  那須塩原市議会会議規則第166条の協議及び調

整を行うための場に議会報告委員会と議会政治倫

理審査会、議会災害対策本部の３つを追加する議

会会議規則の一部改正についてと、10月４日木曜

日、那須地区議員交流会と、10月16日、栃木県市

議会議員研修会への議員派遣について、それから、

決算審査特別委員会の設置についての３件でござ

います。 

  以上です。 

○吉成委員長 ただいま説明いただきました。 

  質疑等ございますか。 

  ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 質疑等がないようですので、取り扱

いについてお諮りいたします。 

  まず、会議規則の一部改正及び那須地区議員交

流会、研修会並びに栃木県市議会議長会、議員研

修会に係る議員の派遣についてですが、こちらは

初日に上程し、即決扱いとすることで異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、決算審査特別委員会の設置ですが、これ
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は先例のとおり議会選出の監査委員を除く議員全

員で構成をし、分科会方式で審査を行い、委員長、

副委員長については議長が指名をし、委員長に副

議長、副委員長に三人の常任委員長とすることで

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、議会提出の追加案件でありますが、追加

案件は予定されますか。 

  課長。 

○小平議事課長 現在、議会報告委員会では11月実

施予定の議会報告会の日程を調整中でございます。

今定例会中に日程が決定することから、議会報告

会に係る議員の派遣についての１件と、それから、

この後、請願陳情等の取り扱いと委員会付託につ

いて説明がございますが、今定例会に合わせて陳

情の提出がございました。取り扱いにより審査に

なった場合、その結果によりましては最終日に意

見書の提出が予想されます。 

  以上です。 

○吉成委員長 ただいま説明をいただきました。 

  追加案件の説明に対して質疑等はございますか。 

  ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、質疑等がないようですの

で取り扱いについてお諮りをいたします。 

  まず、議会報告会に係る議員の派遣についてで

すが、こちらは最終日に上程し、即決扱いとする

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  また、陳情の審査結果によりましては意見書の

提出が予想されるところです。その場合には最終

日に追加上程し、即決扱いとすることで異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、②議案に対する質疑、討論についてを議

題といたします。 

  まず、議案に対する質疑については先例のとお

り一問一答方式により行い、時間は質疑のみ１人

15分以内とすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、討論についてですが、こちらも先例のと

おり１議題につき１人10分以内、賛成、反対各５

人までとすることで、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、③会派代表質問について、お諮りいたし

ます。 

  今定例会、今回、２会派の通告がございます。

質問の方法については、先例のとおり、会派人数

の多い順、項目ごとに一問一答方式により質問席

で行い、質問のみ１会派50分以内とすることで異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  ④市政一般質問についてお諮りいたします。 

  今回、13人の通告者がございます。質問の方法

については、先例のとおり、項目ごとに一問一答

方式により質問席で行い、質問のみ１人40分以内

とすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、⑤請願陳情等の取り扱いと委員会付託に

ついてを議題といたします。 

  内容等については、事務局より説明を願います。 

  係長。 

○関根議事調査係長 新規に受理した請願陳情等に

ついてご説明いたします。 

  資料は平成30年第３回那須塩原市議会定例会請

願陳情等文書表（案）でございます。 

  今回４件の陳情が新たに提出、受理されてござ

います。 

  受理番号２番、難病医療費助成制度の改善を求

める国への意見書提出に関する陳情書は、難病の

方の医療に係る自己負担の軽減等について、国へ

の意見書提出を求めるものでございます。 

  受理番号３番、患者負担をふやさないことを求

める国への意見書提出に関する陳情書は、医療に

係る患者負担をふやさないこと、窓口負担の軽減

について国への意見書を求めるものでございます。 

  受理番号４番、豊浦地区市道芋久保線舗装に関

する陳情は、水はけが悪く、通学児童が水はけ等

に長年困っていることから、排水に係る抜本的対

策を求めるものでございます。 

  受理番号５番、黒磯駅東西連絡通路に関する陳

情は、障害者や高齢者の使用を勘案し、西口にエ

レベーター設置を求めるものでございます。 

  おのおのの受理年月日、陳情者名等は文書表記

載のとおりでございます。なお、いずれも本人ま

たは当該団体職員がお見えになり提出されたもの

でございます。 

  以上、説明でございます。 

○吉成委員長 説明が終わりました。 

  取り扱いについてお諮りをいたします。 

  まず、陳情第２号 難病医療費助成制度の改善

を求める国への意見書提出に関する陳情書につい

て、どのように取り扱うか、ご意見をお伺いいた

します。 

  常任委員会、特別委員会、それぞれ付託先がご

ざいます、皆さん知っていると思いますが。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 これは付託委員会がどこかということ

でよろしいですか。 

○吉成委員長 先例でいくと、これまでそのような

取り扱いをしてきております。 

○佐藤委員 これ、１については過去から見て福祉

教育常任委員会に該当するんではないでしょうか。 

○吉成委員長 ただいま、佐藤委員から福祉教育常

任委員会が適切ではないかというご意見がありま

した。 

  皆さん、いかがでしょうか。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、陳情第２号については、

付託先は福祉教育常任委員会といたします。 

  続きまして、陳情第３号 患者負担をふやさな

いことを求める国への意見書提出に関する陳情書

については、どのような扱いをいたしましょう。 

  ご意見をお伺いします。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 これも同じく福祉教育常任委員会が適

切ではないかと思います。 

○吉成委員長 そのほかにございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、ただいま陳情第３号につ

いては、福祉教育常任委員会に付託することでご

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 
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  次に、陳情第４号 豊浦地区市道芋久保線舗装

に関する陳情については、どのように取り扱いま

すか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 内容が建設に関することなので、建設

経済が妥当だと思います。 

○吉成委員長 そのほかにございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、陳情第４号については、

建設経済常任委員会に付託することで異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  続きまして、陳情第５号 黒磯駅東西連絡通路

に関する陳情については、どのように取り扱いま

すか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 この案件についても建設経済が妥当で

はないかと思います。 

○吉成委員長 そのほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 それでは、陳情第５号については、

建設経済常任委員会へ付託することで異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、⑥会期及び会期日程についてを議題とい

たします。 

  別紙に日程（案）がありますので、事務局より

説明願います。 

  課長。 

○小平議事課長 それでは、平成30年第３回那須塩

原市議会定例会会期についてご説明申し上げます。 

  会期につきましては、９月７日金曜日から９月

28日金曜日までの22日間を予定しております。 

  日程につきましては、９月７日、開会、会期の

決定、議案の提案説明、即決議案採決を予定して

おります。 

  ８日、９日の土日の休会を挟みまして、10日月

曜日、会派代表質問２会派、11日から13日、火、

水、木につきましては市政一般質問、11、12はそ

れぞれ４人ずつ、13日につきましては５人を予定

しております。 

  14日金曜日、議案質疑、決算審査特別委員会の

設置及び議案の付託、議案の関係委員会付託、請

願陳情等の関係常任委員会付託を予定しておりま

す。 

  15日から17日の土日と敬老の日の休日の休会を

挟みまして、18日火曜日から21日金曜日は委員会

を予定しております。 

  22日から24日、土日と秋分の日の議会休日に続

き、25、26日につきましては、議事整理のために

休会を予定しております。 

  27日には予算任委員会の全体会を午前10時から、

決算審査特別委員会の全体会を午前11時から、議

員全員協議会を午後１時半から予定しております。 

  28日、最終日ですが、各委員長の報告を受けま

して、質疑、討論、採決、そして閉会を予定して

おります。 

  それから、決算質疑の通告の締め切りは９月10

日月曜日の午後５時を、討論通告の締め切りは９

月21日金曜日の午後５時を予定しております。 

  以上でございます。 

○吉成委員長 ただいま事務局から説明をいただき

ましたが、改めまして申し上げます。 

  会期につきましては、９月７日金曜日から９月

28日金曜日までの22日間とし、会派代表質問２名

については９月10日に、市政一般質問13人につい
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ては９月11日、12日にそれぞれ４人、13日につき

ましては５人とし、議案質疑は14日に行いたいと

思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  また、決算に関する質疑通告書の提出期限につ

いては、９月７日本会議終了後から９月10月曜日

の午後５時までとし、討論通告の提出期限につい

ては、９月21日金曜日の午後５時とすることで異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  なお、９月27日木曜日午前10時から予算常任委

員会全体会、同11時から決算審査特別委員会全体

会、同じく午後１時30分から議員全員協議会の開

催を予定しておりますので、お含みおきいただき

たいと思います。 

  次に、⑦その他についてを議題といたします。 

  本定例会に関して執行部から何かございますか。 

  ありませんか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、本定例会に関しまして委

員から何かございますか。 

  ございませんか。よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、ここで⑵議会基本条例第

11条に基づく計画等についてに入る前に執行部の

入れかえのための、ここで暫時休憩をとらせてい

ただきます。 

 

休憩 午前１０時３６分 

 

再開 午前１０時３７「分 

 

○吉成委員長 それでは、休憩前に引き続いて委員

会を再開いたします。 

  ⑵議会基本条例第11条に基づく計画等について

を議題といたします。 

  議会基本条例第11条に係る計画、協定書につい

て執行部から内容の説明をいただいた上で、議決

または報告とするか決定をいたします。 

  なお、協議事項については執行部から報告とし

て上がってきた案件について説明を求め、決定を

見たいと思います。 

  まず、企画部の案件から順次進めてまいります。

企画部からは１件の案件がございますので、説明

をお願いいたします。 

  企画部長。 

○藤田企画部長 それでは、説明をさせていただき

ます。 

  市と那須信用組合、それから第一勧業信用組合

との間で、地方創生に関する包括連携協定を締結

するという内容でございます。 

  協定の内容としましては、資料の２番にありま

すように地方創生に資する取組を行っていくと。

地域経済の活性化及び雇用の創出、観光振興及び

地品産品のＰＲ、暮らしの安全安心、その他とい

うような内容で、これまで他のところと協定を幾

つか締結しておりますが、基本的な中身について

は同様でございます。 

  今回は地元の信用組合と、それから東京近郊に

多数の店舗を有しております第一勧業信用組合と

いうところの３者で締結するということによって

プラスアルファの効果が期待できるのかなという

ふうに考えて行っています。 

  今後につきましては、きょうの議運の結果を受

けまして、私どものほうで想定しておりますのは、

この後11月の全員協議会で報告と。協定の締結に
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ついても今の予定ですと11月になるかなというふ

うに考えております。 

  説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○吉成委員長 ただいま説明をいただきました。 

  質疑等はございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 ちょっと内容についてもう少しお尋ね

したいんですが、この後ろの２の協定の内容のと

ころで、⑴⑵⑶とあるんですけれども、具体的に

今目指していることというのはどんなこと、もう

少し具体的な内容がここで説明できるでしょうか。 

○吉成委員長 企画部長。 

○藤田企画部長 本当に細部については、さらにこ

の後詰めるという形になっておりますが、現在想

定されている下打ち合わせの段階のお話としては、

雇用の創出、地域経済の活性化という分野では、

次世代経営者の育成、それに関する勉強会であっ

たり、事業承継の経営支援、それから、これから

広まるであろうクレジット決済サービスの導入支

援、クラウドファンディング等活用した販路拡大

等の支援というようなご提案、それから、観光分

野では、観光ＰＲ、集客ＰＲ等の連携、首都圏イ

ベントでの参加支援、各種商品のＰＲ、それから

受注の仲介というようなところまで支援をやろう

というお話、さらに、暮らしの安全安心では、見

守り活動、高齢者を中心とした見守り活動等につ

いてご協力をいただけるというようなお話を現在

詰めているところでございます。 

○吉成委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 ありがとうございます。 

  内容的には前向きな回答かなと思ったんですけ

れども、この排他的なところは、ここと契約以外

のところも同じようなことを考えている事業者も

いたりはすると思うんです。そういったところに

おいては排他的な感じ、ここだけで、こことだけ

やっていくんですよというようなことではないと

いう部分についてはどんなふうに、よそとの取り

合いというのはどんな感じなんでしょうか。  

  して。 

○吉成委員長 基本的に、この協定について報告扱

いでいいのか、ないしは議決事件として取り扱う

のか、それを我々が決めなくちゃいけないんで、

それにかかわるような質疑であっていただきたい

なと思うんですが。 

  部長で答弁がもしありましたらお願いいたしま

す。 

  企画部長。 

○藤田企画部長 おっしゃるとおり、特に排他的な

考え方もございませんし、同様の取り組みを他の

金融機関と結んでいるという例もあります。 

○吉成委員長 そのほかにございますか。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 それでは、報告でよろしいんだろ

うと思うんですが、この第一勧業信用組合、実は

あんまりなじみがなかったもんですからなんです

が、この信用組合と締結をするという、どういう

経緯でこの第一勧業信用組合というところが出て

きたんでしょうか。 

○吉成委員長 企画部長。 

○藤田企画部長 もともと那須信用組合と第一勧業

信用組合は連携をしておりまして、那須信用組合

が間に入った形で本市に来たと。もうちょっと申

し上げますと、第一勧業信用組合、銀行なんかは

地銀の協会であったり、ネットワークがあるんで

すが、割と信用組合ってそういう全国的な組織が

ちょっと弱いところがあって、第一勧業信用組合

は自分のところが首都圏で、地方の信用組合とも

連携を強化しながらという、信用組合としての戦

略もあるようでございます。 

○吉成委員長 よろしいですか。 
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  そのほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 ないようですので、質疑等を終了す

ることでよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、ここで議案の取り扱いに

ついて議員間討議を行いたいと思いますので、執

行部の退席を求めます。 

  討議終了後、改めて入室いただきまして、それ

までは第３委員会室で待機をお願いします。 

  暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時４４分 

 

再開 午前１０時４５分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続いて委員会を再開い

たします。 

  那須塩原市と那須信用組合、第一勧業信用組合

との地方創生に係る包括連携協定について取り扱

いを協議したいと思います。 

  委員の皆さんからご意見をいただきたいと思い

ます。 

  いかが取り扱いますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 さっき委員長もおっしゃったとおり、

これ報告か議決かという話だと思うんですけれど

も、報告となると議会と関係なく締結になっちゃ

っているから、そのためのちょっと話を聞いてい

るわけですけれども、内容的には結んで問題なさ

そうであるということと、そんな部長の話からで

も相手に問題あるようなところではないというふ

うに僕は思って、感じたところでありますので、

この案件については報告という方向でいいんでは

ないかというふうに感じたところです。 

○吉成委員長 鈴木委員のほうからは報告でいいん

じゃないかという今ご意見でした。 

  そのほかにございますか。 

  中村委員。 

○中村委員 これ以前に足利銀行と同じような包括

連携協定を結んでいる実績ございますし、そのと

きも報告案件として取り扱った経緯ございますの

で、何ら同じような形式でございますので、報告

でいいんではないかと、報告で。 

○吉成委員長 以前の経緯から今回も報告でいいん

じゃないかという中村委員の意見でした。 

  そのほかにございますか。 

  ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、ただいま２人の委員から

報告でいいんじゃないかという意見が出されまし

た。 

  本案件について、報告とすることで異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、本件につきま

しては報告案件にすることに決しました。 

  それではここで執行部入室のため暫時休憩いた

します。 

 

休憩 午前１０時４７分 

 

再開 午前１０時４８分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開い

たします。 

  協議内容について報告いたします。 

  那須塩原市と那須信用組合、第一勧業信用組合

との地方創生に関する包括連携協定は報告であり

ました。 
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  執行部から何かございますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 ないようですので、以上で企画部案

件の協議を終了いたします。 

  ご苦労さまでした。 

  それでは、ここで執行部入れかえのため暫時休

憩いたします。 

 

休憩 午前１０時４９分 

 

再開 午前１０時４９分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開い

たします。 

  続きまして、上下水道部案件の協議に入ります。 

  上下水道部では２件の案件がございます。 

  それでは、早速執行部から案件の説明をお願い

いたします。 

  上下水道部長。 

  どうぞ、着座で。 

○磯上下水道部長 よろしいですか。お願いします。 

  それでは、那須塩原市下水道事業地方公営企業

法適用計画の策定についてご説明を申し上げます。 

  現在、那須塩原市の下水道事業におきましては、

総務省の要請を受けまして、経営基盤の強化を目

的としまして、地方公営企業法の適用による地方

公営企業への移行作業を行っております。 

  総務省からの要請が平成32年度当初からという

ふうなことになっておりまして、本市はこれまで

平成31年度から地方公営企業の一部、財務部門に

ついてのみ適用するということで事務を進めてま

いりました。 

  その事務を進める中で、財務部門の一部のみの

法適用だけではなくて、さらなる経営改善を図る

ためには法全部適用というふうなことで、職員の

身分も含めて地方公営企業法の適用を図って、水

道事業の職員と同じ身分になるというふうなこと

になりますので、そのことによりまして、水道事

業との組織の統合及び組織体制の見直しを行いま

して、さらなる経営改善を図っていきたいという

ふうなことでございます。 

  この計画の内容につきましては、内容としまし

て、法的化に伴います移行方針、あと移行作業の

手順、スケジュールなどを定めたものでございま

して、以前、一部適用の際にも、平成29年の３月

の全員協議会におきまして報告案件でご説明をさ

せていただいたものになります。 

  内容につきましても、こういったマニュアル的

な内容であるということと、今申し上げましたよ

うに、前回の一部適用の際にも報告案件だったた

めに、今回も９月の議員全員協議会で報告案件と

して取り扱っていただければと思いますので、よ

ろしくお願いを申し上げます。 

○吉成委員長 ただいま、説明をいただきました。 

  皆様、質疑等ございますか。 

  ございませんか。 

  ここで副委員長と進行をかわります。 

○相馬副委員長 委員長、質疑お願いします。 

○吉成委員長 前回、一部の法の改正に従って昨年

の全協で報告をいただいたわけですけれども、今

回は、全部改正の中でこの計画が立てられる、既

に立っているというようなことで、報告で扱いた

いということなんですが、全何ページぐらいの報

告書にこれがなるんでしょう。 

○相馬副委員長 部長。 

○磯上下水道部長 この計画といいますのはマニュ

アルなものですから、かなり細かなところもあり

まして、ちょっと重くてきょう持ってきてはいな

いんですけれども、相当な枚数、50ページ近くの

マニュアルがあります。それを事務的に使ってい
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くというふうなことになります。 

○相馬副委員長 委員長。 

○吉成委員長 今回、この計画が出るということで、

ちょっと調べてみたんですが、自治体によってす

ごい差があるんです。 

  例えば、30ページいかない、二十数ページで終

わっているような計画もあれば、自治体によって

は100ページ近く、本当に細部にわたった計画、

要は、説明からいくとマニュアルということにな

るんでしょうけれども、そういった自治体もある

わけです。 

  ですから、今回のこの地方公営企業法適用計画

というのは、かなり細部にわたったマニュアルに

しない限り、これから職員の皆さんは替わってい

くわけですよね。その際に間違いが起こらないよ

うにということだと思うんですが、それらは相当

加味された今回計画ということで組み立てたもの

なんでしょうか。 

○相馬副委員長 部長。 

○磯上下水道部長 この計画策定に当たりましては、

国のほうが主導していくというふうなこともあり

まして、起債の対象になんかもなっていまして、

業者委託なんかも既に行っているところです。 

  そういった中で、内容的にはスムーズに進めら

れるようにということで、かなりの今までの会計

と大きく異なってしまうものですから、職員の研

修等も含めて、スムーズに移行できるようにした

いと思っております。 

○吉成委員長 本当に報告でいいのかというのも、

ちょっと考える際のちょっと参考にしたいんです

けれども、特に、細部にわたって計画を立ててい

るところを見ると、固定資産の調査であったり、

それから評価、ここがかなり細かいものがあるん

です。本市はどうなりますか。 

○相馬副委員長 部長。 

○磯上下水道部長 そちらについては、今年度業者

のほうに委託を行っておりまして、固定資産の調

査とデータ入力なんかもしております。それをや

っておかないと貸借対照表のほうがつくれないと

いうふうなことになりますので、もう既にそちら

のほうは進んでいるというふうな状況です。 

○吉成委員長 了解です。 

○相馬副委員長 よろしいですか。 

  進行を委員長に戻します。 

○吉成委員長 じゃ、私がまた改めて進行を務めま

す。 

  そのほかに質疑等ございますか。 

  ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、質疑を終了したいと思い

ます。 

  ２件今回ありますので、もう一件の災害時にお

ける栃木県内の下水道管路施設の復旧支援協力に

関する協定についての説明をお願いします。 

  部長。 

○磯上下水道部長 それでは、災害時における栃木

県内の下水道管路施設の復旧支援協力に関する協

定についてご説明を申し上げます。 

  この協定の内容につきましては、災害時におけ

る被災した下水道施設の応急復旧のための必要な

支援協力についてあらかじめ協定を結んでおくも

のでございます。 

  応急復旧の内容につきましては、２番のところ

に書いてありますように、巡視、点検調査、清掃

及び修繕となります。 

  相手方が公益社団法人日本下水道管路管理業協

会となります。 

  こちらの協定に至った経緯ですけれども、下水

道法の改正がございまして、協定締結のあるもの

については下水道管理者の承認を受けることなく、
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民間企業等が施設の維持、修繕を実施することが

可能となったというふうなことがございまして、

災害に対応するために、下水道事業におきまして

は県が主導をしまして、下水道事業の業務継続計

画、ＢＣＰ、そちらのほうをつくっているわけで

すけれども、そちらのほうを補完するというふう

な意味合いもあって要請がございました。 

  こちらの協定につきましては、栃木県及び下水

道事業を行っています県内の24市町、全部合わせ

て一斉の調印という、一括調印のほうを予定して

いるところです。 

  こちらの協定につきましては、本市に重大な負

担が生じる事件とは言いがたいというふうなこと

から議員全員協議会での報告案件としていただき

たく、お願いを申し上げます。 

  以上です。 

○吉成委員長 ただいま、説明をいただきました。 

  皆さんから質疑等ございますか。 

  よろしいですか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 それでは、質疑等ないようですので、

終了させていただきます。 

  改めまして、ここで、議案の取り扱いについて

議員間討議を行うため、執行部の退席を求めます。 

  先ほどと同様、第３委員会室で待機お願いしま

す。 

  暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５８分 

 

再開 午前１０時５８分 

 

○吉成委員長 それでは、休憩前に引き続き、委員

会を再開いたします。 

  ただいま、上下水道部から２つの計画並びに協

定について出されております。 

  まずは、那須塩原市下水道事業地方公営企業法

適用計画について、皆さんからご意見をいただき

たいと思います。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 これにつきましては、私、本当に個人

的な勉強不足なんですけれども、先ほど、委員長

のほうもいろんな形で調べたということで、それ

ぞれの自治体によってかなりの温度差があるとい

うことでございましたので、それにつきましては、

やはりどういうものが、常にしっかりしたものに

していくためには、やはり報告ではなくて議案に

したほうが私はよろしいと思います。 

○吉成委員長 ただいま佐藤委員のほうから提出事

件、議案にすべきじゃないかという意見がござい

ました。 

  そのほかにございますか。 

  ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 それでは、ほかに意見がないようで

すので、ただいま佐藤委員から出された意見は議

決事件、議案にすべきだということでありますが、

議案にすることで異議ございませんか。 

  異議ございませんか。 

  ありませんね。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、本案件については議決案

件にすることに決しました。 

  次に、災害時における栃木県内の下水道管路施

設の復旧支援協力に関する協定について、委員の

皆さんからご意見をいただきます。 

○鈴木委員 すみません、ちょっと確認なんですけ

れども、３番ですよね、今ね、３番の話ですよね。 

  相手先が他自治体という話ですけれども、県と、

あと、ほかはあるの。栃木県内の全ての市町…… 
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〔「いろんなのと組むと」と言う人あり〕 

○鈴木委員 ということですよね。ちょっと確認し

ました。でいいんですよね。 

○吉成委員長 ここに書いてあるとおりです。 

○鈴木委員 書いてあったっけ。 

○吉成委員長 説明のところに書いてあります。協

定先と、さっきの説明の中で栃木県内25あって、

本市を除けば24となるわけですから、今回は25全

体と一緒に協定するという内容だという説明でし

た。 

  この協定についてはどう扱いますか。 

  ご意見ございませんか。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 この特記事項にありますように、

下水道法令に基づいての協定ということだろうと

思いますので、報告案件でいいんじゃないかと思

います。 

○吉成委員長 ただいま、副委員長のほうから報告

案件でいいんじゃないかというご意見がございま

した。 

  その他にございますか。 

  ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、災害時における栃木県内

の下水道管路施設の復旧支援協力に関する協定に

ついては、報告案件とすることで異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、本案件につい

ては報告案件に決しました。 

  それでは、ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時０１分 

 

再開 午前１１時１１分 

 

○吉成委員長 それでは、休憩前に引き続き、会議

を再開いたします。 

  今回に関しましては、これまで執行部側から出

された計画、協定等において、それぞれ報告であ

ったり議決であったり、既に出されてきているわ

けです。こう扱ってほしい、ああ扱ってほしいと

いうことで。 

  今回、この下水道事業の地方公営企業の計画に

ついては、執行部側としては報告にしていただき

たい、それを議決案件にするという決定を見まし

たので、そこで当然執行部に対する説明が必要で

す。そこを明確にして、執行部のほうにお伝えし

たいと思うんですが、その説明について皆様から

ご意見いただきたいと思います。 

  前回、平成29年３月においては報告でした。た

だ、その際は、この法律自体の範囲で言うと一部

だったわけです。でも今回は、財政部門全て全部

ということになるわけです。それを平成32年から

運用しますよということですので、中身としては

全くというか、ボリュームがすごくふえるという

ことがポイントになってくるかなという、私自身

は感想を持っているんですが、皆さんいかがでし

ょうか。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 委員長のおっしゃるとおりで、一

部の内容についてということじゃなくて全部だと

いうところもございます。また、この説明書の一

番下、米印の⑸のところに協定締結の根拠による

法令関係、計画及び締結に伴い生じる本市の負担、

この内容について程度等について記入してくださ

いとあると思うんですが、これ実は内容がよくわ

からないんですが…… 

〔発言する人あり〕 

○相馬副委員長 ごめんなさい、間違えました。訂
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正します。 

○吉成委員長 中村委員。 

○中村委員 これ、今回監査で企業公営法がこれ31

年４月から施行するものが32年４月に１年おくれ

るということで、その点はいろいろ議論の余地が

あるという議論をさせていただいた中で、今回は

公営企業法人になるわけです。 

  その中で、全部やるということで、今度マニュ

アル等々の作業に入るということなんで、その作

業に入る中で、正直、議論するときに、議会で何

をこれ議論するのかというものがどこも問題にな

ってくると思うんですが、何を議論しようかと。

総務省から指示を受けて企業会計にして、こうい

うマニュアルをつくってこれでやりなさいという

ことなのに、じゃ、何を我々の意見が入るのかと

いうことを考えると、非常に難しいような気もし

たもんですから、その点で議決案件でこういうも

のも議決をしますよという中身を見て、議会とし

て何を指摘をするのかなというところもちょっと

考えてみると難しいのなのかなという気もしたも

んですから、マニュアル的な内容をスケジュール

切った内部向けのマニュアル的な内容を策定する

というようなことも考えると、どんなものを意見

して我々の意見が通っていくのかなということも

考えると難しいのかなという気もしたもんですか

ら、今、前上下水道部長の中山さんが企業会計を

担当して移行する準備をしてやっているようでご

ざいますが、非常に難しいということで取り組ん

でいるみたいなんですよ。 

○吉成委員長 基本的にさまざまな計画が出されて、

総合計画みたいなものは特別委員会につくって議

会の中で、それに対する意見を付して出すという

ことはこれまでやってきました。 

  ただ、個別のこれは計画の一つになるわけです。

そういった個別の計画に対して我々出されたもの

を報告にするのか、議決にするのかということで

は、当然、我々が主導権持っているわけですから、

その中で、より我々の意向をそこに反映させよう

と思えば、本来全てが議決でもいいわけです、基

本は。でも、その中には、今回のようにマニュア

ル的なものだから、それから、上位法があるから、

それから、補助金を申請する際にはこれこれの計

画が立てなければならないから、そういったもの

に関しては報告でもいいでしょうということで、

この委員会の中で認めてきているわけです。です

から、絶対にこうだという物差しはあるわけじゃ

ないわけです。 

  これに関しては、前回は確かに報告案件だった

けれども、今回に関しては一部改正と言いながら

かなりの改正でしょうといった際には、やっぱり

議決にすべきじゃない、そういう意見が出ても全

然不思議ではないと思うんです。この案件と限ら

ずですよ。これから先そういったこともある可能

性はあるわけですから。そこを我々議運としてど

ういう判断をしていくかということなわけです。 

  確認しますけれども、これは議決案件にするこ

とで決定をしておりますので、ただし、先ほども

言ったように、報告にしてほしいという執行部側

の意見がありましたから、それに対して納得をし

ていただくための説明、理由は述べなくちゃいけ

ないでしょうということで、そこを改めて皆さん

からのご意見を聞いているということですので、

ぜひご意見を述べていただきたいんですけれども。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 これ、議決案件ということで決まって

いるわけですけれども、これ、市民にとってなん

ですけれども、市民というか、Ａというやり方を

今度Ｂというやり方に変えましょうと国から言わ

れているんです。ゴールはもうＢに決まっている

わけです。そうするとＡからＢに行く行き方を、
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マニュアルでどういうふうに職員がそこにたどり

着くかという、そのやり方の計画が計画ですよね、

単純には。 

  それに対して、議会が、いや、それじゃ、その

やり方、それは無駄だろうとか、こういうやり方

のほうがいいんじゃないかということを議員とし

て言って、場合によっては内容が納得いかなけれ

ば否決ということが最終的にはあるというのが規

範だと思うんですけれども、そこもよその案を、

私は計画書見ていないので、見比べることによっ

て、もっといいやり方があるかなということはち

ょっと勉強すればできるかもしれないというふう

には思うんですけれども、この公会計のことにち

ょっと詳しくはない中で、よそと比べることでも

なければ、ちょっと私は、今の段階でわからない

ので、もし言うのであれば、やっぱりその計画書

を見て、何章、何章と比べながら、どこが変更に

なるのかということを理解しないと、なかなか言

えないんではないかなというのはあります。 

○吉成委員長 ほかにございますか。 

  森本委員。 

○森本委員 私もちょっと勉強不足で、これでどう

いうところの議論になるかということを言えるか

というとちょっと言えないんですけれども、でも

ここに書いてある内部向けのマニュアルだから報

告でいいというのはちょっと根拠が薄いかなとい

う気はするんです。 

  内部向けのマニュアルであっても、先ほど鈴木

委員おっしゃったように、計画の立て方とか内容

的に関しては、やっぱり議論の余地はあるのかな

というふうに感じるという部分で、もう一つ、今

回の計画に関しては大きく変更があるという部分

であるのであれば議決案件にするというのはいい

んじゃないのかなというふうに思います。 

○吉成委員長 そのほかにございますか。 

  ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 じゃ、今森本委員のほうからご意見

を出していただきましたけれども、基本的には内

部向けのマニュアルであっても、それが今回に関

して言えば、法適用の範囲が一部改正から全部改

正になるということで、計画自体も大きく、その

中には変わるんじゃなくて含まれるんですね、さ

まざまなものが入ってくるわけです。そこが前回

のものとは全く違ってくるということで、それを

我々がしっかりと見ると、どこどこを変えなくち

ゃいけないとかそういう意味じゃなくて、この計

画をより我々も理解する上では、当然議決案件に

したほうがより細かな説明をいただけるわけです

から、そういった観点で今回議決案件にするとい

うような意見なのかなと、今森本委員の意見と、

それと私的な意見を述べてしまいましたが。 

〔「それでまとめてください」と言う人あ

り〕 

○吉成委員長 じゃ、そのような説明を入れさせて

いただきます。 

  それでは、ここで執行部の入室を求めます。 

 

休憩 午前１１時２４分 

 

再開 午前１１時２５分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開い

たします。 

  協議内容について報告いたします。 

  まず、那須塩原市下水道事業地方公営企業法適

用計画については、議決と決定をいたしました。 

  続きまして、災害時における栃木県内の下水道

管路施設の復旧支援協力に関する協定については、

報告と決定をいたしました。 
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  なお、那須塩原市下水道事業地方公営企業法適

用計画、これについては報告でお願いしたいとい

うことであったわけですが、議会基本条例第11条

の２項に当てはまる市の各分野における政策及び

施策の基本的な方向性を定める計画、ここに該当

すると。 

  今回に関しましては、確かにこの説明のところ

にあるように、内部向けのマニュアル的なもので

あるという説明はわかりますが、前回の平成29年

３月でお示しをいただいた計画とは、当然そのと

きには財務部分の一部であったものが、今回は全

部改正ということで、大きくさまざまなものがそ

こに計画に組まれてくるということで、今回議決

議案と取り扱いとさせていただくというふうにな

りましたので、申し述べておきます。 

  執行部から何かご意見がありましたらお願いを

いたします。 

  副市長。 

○片桐副市長 ちょっとご確認をさせていただきた

いんですけれども、前回のときの法適用計画につ

いては報告案件だったと。今回、議決になったと

いうところの相違点についてご質問お願いしたい。 

○吉成委員長 ただいまの説明をいたしましたが、

前回のものに関しては、この計画策定の目的及び

背景の中でも内容として入っているわけですけれ

ども、法適用の範囲が法の一部であったと。でも、

今回に関しては全部に移行しているということで

すから、当然、中身としては、前回から見たらボ

リュームがあるわけです。計画の内容として大き

くなるわけですよね。そういったことが一つの理

由に挙げられます。 

  以上です。 

○吉成委員長 副市長。 

○片桐副市長 今のご説明だと、今回はボリューム

がふえるだろうということからだということであ

りますけれども、この今回の議決か報告かという

ところの審議に当たって、ボリュームが多いか少

ないかというものの議論であったということでよ

ろしいか。 

○吉成委員長 もちろんそれだけではありません。 

  先ほどもちょっと触れましたけれども、内部向

けのマニュアルとはいえ、中身についてもさまざ

まな観点がそこには当然入ってくるというところ

は我々も責任を持って確認をする、この計画自体

の確認が必要だということも一つの理由として議

決事件にした理由であります。 

○吉成委員長 副市長。 

○片桐副市長 先ほどから委員長がおっしゃるとお

り、これ内部向けのマニュアルだということで、

それは議員さんも確認をしたいというのはわかり

ますけれども、確認であれば報告案件ということ

でも事足りるんじゃないのかなと。我々としては、

議会の議決に付すべき重要な案件という認識はご

ざいませんので、報告であってほしいなというふ

うに思う。 

〔「よろしいですか」と言う人あり〕 

○磯上下水道部長 ちょっと内容的な補足をさせて

いただきたいんですけれども、前回との変更点と

いうふうなことで、前回は財務部門の一部適用と

いうことで、初めのときに委員長からご質問があ

りました固定資産税の評価等については、既に一

部適用でもやっていたというふうな中で計画に盛

り込まれている内容です。 

  全部適用というふうなことになりますと、主に

職員の身分関係が変わってくるということになり

まして、新たに加わる部分が、その身分関係が変

わることに伴う例規の改正、それもこの計画の中

ではこういった条例とか規則の改正が必要だとい

う程度のものが追加されているというふうなこと

になります。 
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  また、その中で組織の統合というのも必要にな

るというふうなことで、そこの一部分は加わって

いることにはなりますけれども、前回の一部適用

と比較してそれほどボリュームが大きく変わると

いうふうなことではございませんので、なおかつ、

今回の法適用につきましては、国のほうの要請と

いうことで、人口３万人以上の下水道、あと農業

集落排水をやっている自治体については全てつく

りなさいという中で、ほかの自治体も同様につく

っているという、移行をするというふうなことに

なっておりまして、その中で一部適用か全部適用

かというのにかかわらず、それは平成32年度から

というふうなことでこれまで事務を進めていたと

いうふうなことになります。 

  今までの計画に基づいて進めていたという中で、

新たにその職員の身分のほうが法適用職員になる

というふうなことの追加というふうなことになり

ますので、今おっしゃっていただいているような

ボリューム的なものということでは、それほど大

きな変更になるというふうなことでは考えていな

いというふうなことでございます。 

○吉成委員長 改めて今説明を受けたわけですけれ

ども、当委員会としては、議決案件にするという

ことで決定は先ほど見たわけです。 

  それを再協議をしてほしいということであれば、

それは皆さんの意向を確かめて再協議はしようと

は思いますが、我々の決定もぜひ重く受けとめて

いただきたいなとそのように思うんですが、副市

長いかがですか。 

○片桐副市長 前回報告案件というようなことで、

上下水道部長からも話しましたように、さほどボ

リューム的なものも変わるわけではないというこ

ともございますので、今回も引き続き報告案件と

いうようなことで我々としてはお願いしたいとい

うことで、ここに臨んできているわけでございま

すので、そういうところもまたお酌み取りをいた

だきたいなと。 

○吉成委員長 じゃ、ちょっと暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時３１分 

 

再開 午前１１時３４分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開い

たします。 

  今、副市長のほうから最終的には再協議をお願

いしたいという内容だったと思います。その再協

議についてお諮りしたいと思いますが、再協議を

することでよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、再協議をしたいと思いま

す。 

  申しわけございませんがここで暫時休憩をさせ

ていただいて、執行部側の退出を求めます。 

  なお、上下水道部長にはちょっと残っていただ

きたい。 

 

休憩 午前１１時３５分 

 

再開 午前１１時３５分 

 

○吉成委員長 それでは、休憩前に引き続き、会議

を再開いたします。 

  先ほど、下水道事業地方公営企業法適用計画の

策定についての、ぜひ再協議をして、言うなれば

報告でお願いしたいということのお話を片桐副市

長のほうからございました。 

  それで、先ほど暫時休憩中に磯部長のほうから

今回大きくは中身としては変わらないんだよとい

うお話があったんですね。ただそれは、私１人が
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聞いてもわかることではありませんので、改めて

委員の皆さんに部長のほうからその説明をいただ

きたいと思うんですが、よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、部長お願いします。 

  部長。 

  じゃ、着座でどうぞ。 

○磯上下水道部長 すみません、失礼します。 

  お時間とっていただきましてありがとうござい

ます。 

  計画の本編のほうは持ってきてはいないんです

けれども、概要版のほうを私持ってきておりまし

て、皆さんにお渡しするだけの部数をつくってき

ていないもんですから申しわけございません。口

頭で説明をさせていただきます。 

  計画のほうが、全体で９章、全部の計画が９章

立てになっておりました。 

  新しい計画につきましては、新たに10章を設け

まして、そちらに組織の統合についての書き込み

をしているというふうなことでございます。 

  これまでの９章の中におきましても、地方公営

企業法の一部適用というふうなことで、文言が全

部なっておりますものですから、今回の計画の変

更に当たりましては、全て地方公営企業法適用と

いうふうなことで文言のほうを直しております。 

  それ以外というふうなことになりますと、この

期限、方針の中で適用の開始が平成31年４月１日

というふうなことで記載をしていたものが、１年

後送りになりまして平成32年４月１日からという

ふうな変更がございます。こちらのほうは国の期

限には適合しております。 

  あとは、当然スケジュールのほうも１年間遅く

なってというふうなことで、それに伴いましてス

ケジュールの見直しもしております。 

  それ以外ですと、一番大きな職員の身分関係、

こちらのほうが、例規の改正が新たに必要になる

ものが出てくるということで、例規の整備という

項目があるんですけれども、その中で新たに必要

となる例規が条例で４本、規則で３本、それ以外

ででも規定とか要綱についての改正が新たに必要

になってくるというふうなものの書き込みがござ

います。 

  内容の変更としては以上になります。 

○吉成委員長 今、部長から説明いただいたわけで

すけれども、皆さんから確認したいことあればお

願いします。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 すみません、この説明書の４番の

市民への影響等についてということで、水道事業

との組織統合及び組織改正の見直しというのをや

って、組織のスリム化、それから窓口等のサービ

スの統一を図ることができるというふうになって

おりますが、この組織の統合、それから組織の見

直しがこの計画に全て入っているというふうに実

は理解をしておりました。 

  それが、サービスや統一化を図るということに

なるんですが、統一化と図るとどの程度市民にと

って有利になるのかというあたりというのを説明

できますでしょうか。 

○吉成委員長 部長。 

○磯上下水道部長 下水道料金につきましては、御

存じのように水道料金のほうのシステムを使って

算定をしていて、水道料金と合わせて徴収をして

いるというふうなことになっております。それを

統合することによりまして、窓口のほうも一本化

できるというふうなことの利便性が出てきまして、

市民からの問い合わせにもスムーズに対応できる

ようになるのかなというふうなところが１点ござ

います。 

  あわせて、建設部門なんかですと、道路の改良
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にあわせて水道下水道を合わせて入れたりなんて

いうこともかなり多いもんですから、その辺も１

つの課になることによってスムーズに対応ができ

るのかなということと、あと、窓口のほうも通常、

下水道、水道というふうなところで手続をする場

合、別の担当のほうに行っていただくというふう

なことがあるんですけれども、その辺も１つの窓

口で対応できるような組織のほうにしていけば、

改めて水道課、下水道課というふうに別々に回る

んじゃなくて、市民の方もその辺が１つの窓口で

対応できれば利便性も増すのかなということで、

組織についても見直しをしていきたいというふう

なことで考えている次第です。 

  具体的なところは、全庁的なところもあるもの

ですから、今、部の中ではどういった組織体制が

いいのかというのは検討会を設置して中身につい

ては検討している状況です。 

○吉成委員長 ほかにございますか。 

  森本委員。 

○森本委員 そうすると、これは全国的にどこの市

でもこういう方向にいくものということで理解し

ていいんですか。 

○吉成委員長 部長。 

○磯上下水道部長 基本的に人口３万人以上の市町

村においては平成32年度から移行するようにとい

うことで準備が進んでおります。 

  実はきょうの官庁速報に進捗状況を総務省で取

りまとめたデータの公表がございまして…… 

〔「きょう」と言う人あり〕 

○磯上下水道部長 はい。 

  けさ、ちょっと私、官庁速報見ましたらば載っ

ていたのですけれども、適用済み、適用に取り組

み中というふうな団体が下水道では99.4％という

ことで、もう既に適用している団体、あとは32年

度からに向けて取り組み中というふうな団体もご

ざいますけれども、３万人以上の団体については

99.4％、３万人未満のところもできれば地方企業

法を適用してくださいというふうな、それは要請

ではなくてお願いのようなものがあったんですけ

れども、そちらですと27.6％の自治体が移行の見

込みというふうなことのようです。 

○吉成委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 これ、いろいろ疑問も湧いてきたんで

すけれども、湧いてくるところが本当は議決にし

た理由だろうということは多分話だったと思うん

ですけれども、あえてここで聞かせていただくと、

水道事業は公営企業に完全になったかどうかちょ

っと…… 

〔「全部適用でやっております」と言う人

あり〕 

○鈴木委員 同じように下水道もそっちになると。

これは国がそういうふうにしなさいと言っていて、

最終的にこれ見ると、窓口１つでいいんだ、組織

を１つにするというのは、そこまで国は求めてい

るんですか。 

○吉成委員長 部長。 

○磯上下水道部長 国のほうでは職員の身分まで含

めた全部適用にするのか、それとも財務部分だけ

の一部適用にするのかというところまでは求めて

おりません。考え方の統一というのはされており

ません。 

  ただ、あくまでも国のほうで言っているのは、

経営改革です。これから人口のほうも減ってきて

料金収入も少なくなっていく中で、今までどおり

のやり方ではまずいだろうというふうな中で、公

営企業会計をやることによって、今後の経営の改

善に努めてほしいというふうなことからこういっ

た要請が出てきたものです。 

○吉成委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 公営企業化することに対して、国が言
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ったからやる、財政もこれから将来のことを考え

ると。 

  議会としては、国が言っていることであって、

いや、それはいいですよ、悪いですよという立場

には、この場合ないんでしょうか。 

  組織をじゃ２つを１つに、執行部が国から言わ

れた中で合理的にするには、水道も下水道も１つ

にして窓口を１つにするというやり方、いいなと

思いましたよ。いいなと思ったんですけれども、

市民からすると、もし誰か、それは、いやサービ

スが劣化するから、悪くなるからやめたいという

声が聞こえたときに、議会として意見を、報告だ

とどんどんそっちへ進みますといっちゃうと、そ

こがあれってなってしまうのがちょっと気になっ

たんですけれども、それはそれで、後でそういう

ことであれば、議会に議決をもってそういう体制

にという、するかどうかという判断を委ねられる

機会というのは出てくるんでしょうか。 

○吉成委員長 部長。 

○磯上下水道部長 そうですね、うちの下水道に限

ったことではなく、組織機構については全庁的な

検討が毎年加えられていることかと思いますので、

その際にまた、ご説明する機会はあるかと思いま

す。 

○吉成委員長 ほかにございますか。 

○相馬副委員長 進行かわります。 

  委員長。 

○吉成委員長 これまで９章立てだったものが今回

10章立てになるということなわけですけれども、

ほかの事例なんかを、この計画の事例を見ると、

その中には、もう明確に自分たちで法適用に向け

ての課題というようなのまで挙げているような計

画も入っているんです。 

  特にシステム構築について、当然、下水道特別

会計等、それから企業会計の水道会計、それ一緒

にするわけですから、そこにはやはりシステム構

築というのが非常に大切だと、勘定の部分が変わ

ってくるわけです。そういったものは今回計画の

中には上がっているんでしょうか。 

○相馬副委員長 部長。 

○磯上下水道部長 勘定科目につきましては、新た

に設定が必要というふうなことで、それも水道の

勘定科目のほうとのすり合わせなんか、今やって

いるところになります。 

  また、システムにつきましては、水道料金のシ

ステム改定が平成31年度から見込まれるというふ

うな中で、その中でどういったシステムがいいの

か、下水道の今回の法適用にあわせて検討も進め

ていって、そのシステムの構築のほうも考えてい

きたいというふうなことで思っております。 

○吉成委員長 ということは入っていないというこ

とですね。 

○磯上下水道部長 そうですね、具体的なシステム

については、今水道課のほうで検討しているとこ

ろなんです、実は。どういった発注の仕方にする

か、どういった内容のシステムがいいかという、

今使っているシステムの課題なんかも踏まえた上

で、ちょっと今検討中というふうなことです。 

  当然それは下水道のほうも同じように使ってい

くというふうなことになります。 

○相馬副委員長 委員長。 

○吉成委員長 ですから、その発注の仕方まで全部

もう計画にもなれているようなものもあるんです

よね、現実には。それはそれぞれの考えがあるか

らなんでしょうけれども。 

  はい、わかりました。 

○相馬副委員長 よろしいですか。 

  じゃ、進行戻ります。 

○吉成委員長 そのほかございますか。 

  ございませんか。 
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〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、部長、申しわけないんで

すが退出いただいて。 

  暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時４７分 

 

再開 午前１１時４７分 

 

○吉成委員長 それでは、休憩前に引き続き、委員

会を再開いたします。 

  それでは、先ほど、結論としては議決案件とい

うことで決定を見たわけですが、再度、副市長の

ほうからの申し出があって、再協議をしていただ

きたい、ぜひ報告案件にしていただきたいという

お話だったわけであります。 

  皆さんからのご意見をいただきたいと思います。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 先ほど、副市長あるいは上下水道部長

からの説明の中で、今回に関してはそれほど、９

章から10章には変わりますけれども、ボリューム

的には余り変化がないというところで、職員の身

分という部分では条例４本、規則で３本というよ

うなものが入ってまいりますけれども、今回、こ

れに関しましては、移行方針や作業手順並びにス

ケジュールということで、内部向けのマニュアル

作成的なものも多く含まれておるもんですから、

やはりもう一度戻って、これは報告案件でよろし

いんじゃないかなというふうに自分は思います。 

○吉成委員長 報告案件でいいんじゃないかという

ご意見でした。 

  そのほかにございますか。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 もちろん報告にするか議案にするか、

今やっているんですけれども、一度決定したもの

について、例えば、この案件ではないんですけれ

ども、ちょっとこれとはずれるかもしれないです

けれども、１回決まって転回して、それでそれに

対してちょっとこっち側も結論出すのが認識不足

だったという形になると思うんですよ、そうする

と。当初のものからについて。 

  そうすると今後もいろんな形で出されてきて、

再協議をして、結局それについては押し切られた

という形になると、ここで協議したものがこれか

らもなくなるということでよろしいんですか。 

  じゃ、それはその他でやったほうがいいですか。 

○吉成委員長 じゃ、お答えしたいと思います。 

  あくまでもここで協議をして決定を見ていくわ

けですから、それに対してどうしても不服である

と、執行部側が。ぜひこうやってほしいと。 

  ですから、今回のこの副市長からのお話という

のは、ああいう表現の仕方をしていますが、お願

いだから報告にしてくださいという受け取り方で

いいんじゃないでしょうか。 

  ということはどういうことかというと、我々の

協議を行った中で、議決案件にするという、そう

いう部分での意思表示を１回しているわけですか

ら。我々は我々として一度は決定を見た。でも、

どうしても報告にしていただきたい。じゃ、その

意見を考慮して、例えば、皆さんが報告でじゃい

いでしょうということになれば、そういう協議結

果になるわけですから、それはそれとして、この

議会運営委員会としてはしっかりとした協議をし

たということで、当然捉えていいと思います。 

  今後、報告、上がってきたものを絶対に報告以

外には変えられないなんてことは全くないわけで

す。だったら、この協議は全く必要なくなってし

まうわけですから、それは今回に限ったことだと

いう受けとめ方で当然いいんだと思います。 

  齋藤委員。 
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○齋藤委員 私、今、佐藤委員言うの、当然のこと

で、一度決定したことであって、執行部に入って

いただいて、そういう申し出があったということ

で、もう一度議論、討議をしようという部分まで

はもうわかり知れたことで、ただ、委員長の進め

方が、それに対してまた白紙に戻るようなご発言

だったので、自分は先ほどもう一度ゼロからでい

いのかなということで発言をさせていただいたと

いう。 

○吉成委員長 白紙ではないです、もちろん。それ

までの…… 

〔「議論の余地がある」と言う人あり〕 

○吉成委員長 一度決定は見ているわけです。ただ、

副市長から再協議していただきたいというお話が

あったので、また再協議をしたと。その結果とし

て皆さんどうですか、どういう扱いにしますかと

いうふうに諮っているということで理解していた

だければ。 

  齋藤委員のほうから報告案件でいいんではない

でしょうかという意見が出ていますが、そのほか

の委員の皆さん、ご意見伺いたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

  中村委員。 

○中村委員 前回議決をしたときには、議決案件と

いうことで決定をされたわけですが、再度、部の

説明を聞いた中で、執行部の説明を聞いた中で、

柔軟性に考えれば報告案件でもいいかなというこ

とを感じたものですから、ご意見については私は

報告案件でもよかろうと思っております。 

○吉成委員長 中村委員のほうからは、報告でよろ

しいんじゃないでしょうかというご意見が出てい

ます。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 それについて特別異論はないんですけ

れども、そうすると最初の議論というのが、まだ

認識不足だったという形になってよろしいんです

か。 

  議運としてもっと勉強しろということですか。 

〔「そういうことではない」と言う人あ

り〕 

○佐藤委員 いいですか。 

○吉成委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 結局、ここに書いてあるとおりに一部

から全部に移行ということだったんですけれども、

一部からほとんど変わらないという認識がなかっ

たということだと思うんですけれども、その辺最

初に聞かなかったのが悪いということ、悪いかど

うかわからないですけれども、そういうことであ

れば、いつもこんなふうになっちゃったら何のた

めに議論しているのかということになりますので、

その辺確認したかっただけです。 

  特別、議案にするということに対してこだわっ

ていることではないんですけれども、一度決定し

たものを再度申し入れてきたものに対して、その

辺について意図をどういうふうに捉えているかと

いうことに対してちょっと確認したかっただけで

す。 

○吉成委員長 ありがとうございます。 

  一度決定したものを、この後皆さんのご意見を

最終的には取りまとめなくちゃいけないですけれ

ども、仮にそれを覆すということ自体は、言われ

るとおり大きなことですから、今後それがどうい

うふうな扱いになるかという問題はあるかもしれ

ませんけれども、例えば、今回のこの案件に関し

て議決から報告に変えた、その理由としてはとい

ったときには、我々の認識も関係するでしょうけ

れども、細かな説明に関してはやはり今後はしっ

かりとしていただきたいというような申し入れを

添えて、それで決定を見るということも一つ方法

ではないかなと思います。 
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  今回の、前回からそれぞれ計画に関する、協定

に関するものに関しての説明をいただいてきてい

るわけです。特に、特にというか、報告に関して

は説明をいただくと。議決に関しての計画であっ

たり、そういったものは当然、関係常任委員会で

明確な説明がありますから、その後議論がなされ

るわけなので、その説明は今回もいただきません

けれども、特に報告に関しては、この議会運営委

員会がある面とりでとなりますので、より細かな

説明を求めるというようなことはどっちにしても、

どちらに決定をするにしても申し添えておきたい

と思いますが、その点よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 私のほうからそういった形で申し入

れる。 

  では、改めてお諮りいたしますが、この案件に

ついては、皆さんほかにご意見ございませんか。 

  どうですか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 ないんであれば、ただいまご意見出

された報告に変えるというご意見でよろしいです

か。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、報告案件といたします。 

  じゃ、執行部の入室をお願いします。 

 

休憩 午前１１時５５分 

 

再開 午前１１時５６分 

 

○吉成委員長 それでは、休憩前に引き続き、会議

を再開いたします。 

  ただいま、那須塩原市下水道事業地方公営企業

法適用計画の策定についての再協議をさせていた

だきました。 

  結果から申し上げます。 

  当初、執行部から出された報告案件といたしま

す。 

  ただ、ここで一言委員長として申し上げさせて

いただきます。 

  前回、そして今回、この報告に関しては明確な

説明いただきたいということで、資料を添えて今

回の説明をいただきました。 

  先ほど、再協議の際には磯上下水道部長のほう

から改めた説明をいただきました。当初から、あ

の説明ないしはあの概要版でもいいですから、

我々にお示しをいただいて、その上で我々が協議

をすれば、また違った、最初から結論が出ていた

んじゃないかと、そういった意見が大半を占めて

おりました。 

  そこは今後丁寧な説明、丁寧な説明資料の提出

を求めるということで、一言加えさせていただき

ます。 

  以上で、上下水道部案件の協議を終いたします。

ご苦労さまでした。 

  なお、つけ加えますが、あと、４、５の計画、

２つに関しましては議決案件として取り扱うこと

で出されておりますので、議決案件として取り扱

いますから、ここでの説明はないということでご

理解いただきたいと思います。 

  それでは、この後、議会側の案件に入りますの

で執行部におかれましてはここで退席をお願いを

いたします。大変２度もご苦労さまでした。 

  暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時５９分 

 

再開 午後零時 
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○吉成委員長 休憩前に引き続き、会議を再開いた

します。 

  お昼の今チャイムが鳴っておりますが、この後、

協議事項がございますので、続けてよろしいです

か。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、続けさせていただきます。 

  じゃ、次、⑶議会基本条例検証報告書について

を議題といたします。 

  前回の委員会の際に、既に外部評価ということ

で、皆さんに中村建先生から提出をいただいた資

料をお配りをしております。それらについてはお

目通しをいただいていると思うんですが、これを

変える云々ということではないんですけれども、

何かその中で感想とかあったらまずお伺いしたい

なと思うんですがいかがでしょうか。 

  特段ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、続きまして、今回報告書

を策定したわけでありますが、前回の報告書から、

当然今回外部評価が入っておりますので、それら

の意見もこの中には含まれております。それらに

ついて改めて説明をしたいと思います。 

  それでは、係長、説明お願いします。 

○関根議事調査係長 先ほど委員長さんからありま

したとおり、今回の外部評価を受けまして、正副

委員長と調整結果を今回の報告書のほうに反映さ

せてございます。 

  ページとしましては７ページになってございま

す、まず。 

  今回大きく外部検証をしていまして、３つのポ

イントを新たに報告書に盛り込みました。 

  その１点目がこの７ページでして、第三者によ

る外部評価結果の検証結果をそのまま要約したも

のとなってございます。こちらにつきましては、

今申し上げたとおり、中村建先生による外部評価

結果を要約しただけですので、委員会としての意

思等は入ってございません。取りまとめたという

ふうな部分でございます。 

  ２点目が少し飛びまして、ページで言いますと、

14ページのページ下段の星で言うと上から３つ目

と４つ目、赤い字になっているところが追加して

いるところでございます。 

  今回検証結果を見ていただいてわかりますとお

り、中村先生のほうからはさまざまな提案がござ

いました。その中で、正副委員長と協議させてい

ただいた中で、新たに議運としての検討項目とし

てこちらの、取組実行計画を策定し、という部分、

それと、検証方法については、市民であり、若者

であり、市執行部職員、そういったところも含め

た検討を進めていってもいいのではないかという

ふうな項目を付け加えさせていただいたものでご

ざいます。 

  それと、３つ目、最後の点がページ数で言いま

すと18ページ、こちらも星で言うと上から３つ目

赤く書いたところでございまして、これも中村先

生からの今回の検証を総括する意味で、議運とし

ての総括を正副委員長の協議のもと、こんなふう

に総括してみましたというふうなところが星の３

つ目の赤い部分でございます。 

  簡単ですが説明は以上でございます。 

○吉成委員長 今、係長のほうから、これまで策定

をした検証についての報告書に今回の中村建先生

の外部評価検証をいただいた中での項目が入って

います。 

  まず、７ページに関しては、第三者による外部

評価ということで、もうそのものずばり今回入れ

ているということです。 

  この⑴のチェックと、それから提言、この２つ

を受けて、その今後の検討になりますけれども、
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14ページになります。これらの意見をいただいた

中で、改めてここに２つほど載っておりますけれ

ども、今後の取組実行計画と、こう書いてありま

すけれども、要は実行計画を策定するという項目

を入れています。ですから、ここはかなり、実行

計画を実際につくるとなりますので、作業として

は大分ここで時間を要するのかなと、そんな気が

します。 

  それから、次の、検証の手法として、これまで

やってこなかった市民、若者、それから、ここ執

行部の職員のという、その辺もまたおもしろい見

方なのかなと、二元代表制の中で言えば、こうい

った片方からだけじゃなくて、もう一方から見て

いただくということも大切なのかな、こういった

ご意見をいただいております。 

  そして、18ページになりますけれども、ここで

は、議会基本条例に掲げた市民参画の開かれた議

会を目的に照らすというありますけれども、要は、

最後の赤い字が議会活動全体の根幹に係る、要は

成果をどう出していくかということになるわけで

すけれども、これらの提言をいただいています。

これをまとめた今回報告書となっております。 

  なかなか外部検証評価まで入れている基本条例

の検証というのはない中で、今回しっかりとそれ

を含めた検証になりましたので、議会運営委員会

としてはかなりいいものができたんじゃないかな

と、多少自画自賛してもいいのかなという気がし

ますが、皆さんのほうからご意見をいただきたい

と思います。 

  前回、この前から示しているものとは先ほどの

赤いところの変更だけですので。あと１枚は丸々

つけ加えたというだけですので、大きな変更はご

ざいません。 

  このような報告書でよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、これを本報告書とさせていた

だきます。 

  きょう決定を見ましたので、今後についてです

が、これを９月27日、先ほど会期日程決定してお

りますが、９月27日の全協の際に周知をして、そ

の後議長に提出するという運びとなりますので、

その点もよろしくお願いをいたします。 

  それでは、⑷のその他に移ります。 

  皆さんから何かございますか。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは事務局から今後の日程につ

いての説明を、係長お願いします。 

○関根議事調査係長 それでは、最後につけました

議会運営委員会、今後の主な予定についてご説明

いたします。 

  こちらの表を使いましてご説明させていただき

ます。 

  １番としまして、本日午後、議員の研修という

ことで内部研修、決算講座がございます。 

  そのほか、２番についてですが、議会運営委員

会におきまして９月７日に中村建先生に来ていた

だきまして、きょう取りまとめ決定いただきまし

た報告書についての外部検証についての講評をい

ただく予定でございます。同日３時から、これも

今後議会運営委員会で本格的に議論を進めていた

だくタブレットについて、その前段で端末の操作

体験会を開催する予定でございます。 

  続きまして、９月28日です、こちらもやはり中

村建先生になるんですが、今回の外部検証につい

て触れていただいたほか、議会の改革に関する講

演をしていただく予定でおります。 

  それと、５番になりますが10月15日は、こちら

につきましても中村建先生のほうで、今度はこち

らの外部検証とは別個に議員研修の外部研修につ
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いて前回ご説明いただいたところですが、それに

関する研修を10月15日の月曜日に開催する予定で

ございます。 

  １つ飛ばしますが、その中村先生の第２回目に

ついて11月ということなので、前回は年内に一、

二回程度というふうなことでご説明しましたが、

先方と調整がつきましたので、10月15日に１回目、

７番にありますとおり11月１日に２回目というふ

うな形で外部研修を進めてまいりたいと考えてご

ざいます。 

  間になりましたが、６番で、内部研修の第２回

目というふうなことを予定してございます。 

  それと、最後に８番のところについてですが、

これも前回の議会運営委員会でご提案がありまし

たとおり、会津若松市議会へ行政視察に行くとい

うふうなことにつきまして、先方と調整中でござ

います。こちら、大変申しわけありませんが、調

整中でございますが、11月５日ないし６日という

ことで先方に日程を投げている状態でございます。

調整中でございます。 

  以上、説明とさせていただきます。 

○吉成委員長 今後の主な行事、予定についてはこ

のようになっております。特別ございませんね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、このような流れで今後進めさ

せていただきます。 

  ほかにございますか。 

  ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○吉成委員長 それでは、長時間にわたった議論を

いただきました。 

  先ほど、報告ないしは議決、それぞれ計画であ

ったり協定の協議の中で、今回に限っては再協議

を行って、当初の決定とは違った決定も見ました

が、そういった協議自体をできる環境というのが

非常に私は大切なんだろうと思います。 

  今後も、多々さまざまなことがあると思います

が、その際にも皆さんからさまざまなご協議いた

だきながらこの議運の運営をしていきたいと思い

ますので、今後ともよろしくお願いをいたします。 

  以上をもちまして、本日の議会運営委員会を終

了とさせていただきます。大変にありがとうござ

いました。 

 

閉会 午後 零時１１分 

 

 


